
（2）

個人県民税の定
額減税の影響が

なくなる他、企業業績が堅調
に推移していることから、県
税は180億円の増加を見込
んでいます。また物価高騰対
策による交付金の増加など
で、国庫支出金は81億円の
増加を見込んでいます。臨時財政対策債がゼロになったこ
となどにより、県債の発行額は2億円減少しています。　

税収の増加に伴
い、税関係交付

金等は137億円の増加を
見込んでいます。また高齢
化の進展などにより、社会
保障関係費が48億円の
増加、県有施設の長寿命
化改修など大規模建築事
業の増加などにより、投資的経費が79億円の増加を
見込んでいます。

事業の見直し

　新生児の先天性代謝異常等検査で、新たに
７疾患の検査費用を助成します。また１歳児
４人に対して保育士を１人配置し、非認知能
力育成やインクルーシブ保育に取り組む保育
所などに対し、新たに補助を行います。

　小学校の校門が開くまでの朝のこどもの
居場所の確保や、県営住宅の活用、プロス
ポーツチームなどとの連携で、こどもの居場
所づくりに取り組みます。またインクルーシブ
教育モデル校の環境整備や、非認知能力の評

価・育成に向けて、指定校で実践研究を行います。さらに私立高校に通
うこどもがいる中間所得層の家庭への授業料支援を拡充します。

　リトリート推進のため、地域の基盤整備を支援するとと
もに、戦略的なプロモーションを行います。また県立赤城
公園の整備を進める他、ぐんまフラワーパークについても
秋のリニューアルオープンに向けて開園準備を進めます。

　引き続きスクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーを
小・中学校、高校に配置するとともに、学校の課題に助言を行うス
クールロイヤー(弁護士)を新たに配置します。またケアリーバーの
就労相談体制を強化します。

　親のテレワークとこどもの保育園留学を組み合わせた「親子で
テレワーク移住体験」や、家事・育児分担について夫婦で考えるイ
ベントを行います。

　財政調整基金は、大規模災害などの備えとして重要です。７年度
の基金残高は６年度をさらに上回る275億円を確保し、平成10年
度以降、最高額です。

　県民の皆さんの安全・安心を守るとともに、県が｢新・群馬県総合計
画｣で描いた2040年の姿を実現するためには、財政の健全性を確保す
る必要があります。７年度は県債残高を減少させながらも、基金残高
を増加させることができました。引き続き、中長期的な視点を持って財
政健全化に努めていきます。

　医師が働きやすい環境づくりや医学部地域枠の増員・新設による医師確保を進め
ます。また介護事業者が介護ロボットなどを導入する経費を補助します。

　信号機のLED化や横断歩道の塗り替えなどの安全確保とともに、自動車ドラ
イバーに向けて自転車事故防止のための啓発活動を行います。また警報機や遮
断機のない第４種踏切を、遮断機のある第１種踏切に転換する工事費を補助し
ます。

　「災害レジリエンスNo.１」の実現に向け、水害対策を
はじめとする防災・減災対策を加速させます。また特定都
市河川流域における浸水リスクを軽減させるため、新た
に雨水貯留浸透施設の整備を支援します。
※レジリエンス…大規模な災害時においても致命傷を回避しつつ被害を最
小化する「防災力」と、私たちの暮らしや経済活動を速やかに立ち直らせる
「回復力」のこと

　「群馬パーセントフォーアート」で民間企業などと連携し
た取り組みを進める他、群馬交響楽団の創立80周年記念
事業を支援します。また子どもたちへの上毛かるたの普及
拡大に取り組みます。

　県債は県民生活に直結する社会基盤整備のための
財源であり、将来の世代にも公平に負担していただく
必要があるため、発行しているものです。ただし県債
の残高が増えすぎると、将来の償還に予算が割かれる
ことにも留意し、適切に発行する必要があります。

　昨年12月の「ぐんまネイチャー
ポジティブ宣言」実現に向け、研
修会の開催や企業への専門家の
派遣を行います。

　循環型経済に貢献する製品などの
開発を支援します。農業分野では、環
境負荷低減・資源循環型農業の代表
的な農法である有機農業の生産・販
売・消費の拡大に取り組みます。

令和７年度群馬県予算

こどもまんなか推進 新産業創出加速＆

※1 デジタル・クリエイティブ産業…デジタル産業とクリエイティブ産業を掛け合わせ、その技術やアイデア
などを融合させた新たな産業
※2 エコシステム…複数の企業や団体が連携し、それぞれの技術や強みを生かしながら、業種・業界の垣根を越
えて共存共栄する仕組み
※3 バーチャルプロダクション…背景映像の仮想空間と実物の被写体を同時に撮影し、合成する制作手法

　県債の新規発行額は臨時財政対策債がゼロになったことなどによ
り、473億円となりました。４年度以降、４年連続の減少となります。

　臨時財政対策債の発行がゼロになったことなどにより、年度末
残高は４年連続で減少し、平成27年度以来、10年ぶりに１兆２千
億円を下回りました。

歳入 歳出７年度予算の概要

　前年度と比べて262億円
(3.4％)増加しました。
　新型コロナ対策関係予算を
除くと、平成20年度以降では
最大の予算規模です。

地方消費税清算金…最終消費地に地方消費税の税収を帰
属させるため、都道府県の間で清算を行うもの
地方交付税…いったん国が税として集め、その一定割合
が地方公共団体に配分されるお金
国庫支出金…使い道を決めて、国から支払われるお金
財政調整基金繰入金…財源の不足を補うための基金（貯
金）の取り崩し

公債費…これまでに借り入れた県債の返済金と利子
投資的経費…将来にわたり使用される施設などの建
設費

※端数処理の関係で、合計と一致しない場合があります

こどもまんなか推進
妊娠～こどもの誕生～幼児期

リトリートの聖地

※MaaS…Mobility as a Service の略で、複数の公共交通やそれ以外のサービスを組み合わせてスマートフォ
ンなどで検索・予約・決済を一括で行うサービス

モビリティー アズ ア サービス

※1 非認知能力…学力では測れない自主性や、やり遂げる力など
※2 インクルーシブ保育…多様な背景を持つこどもたちが共に成長できる保育

※1 ※2

◆ 新生児の先天性代謝異常等検査助成 1億7,286万円
◆ 保育の充実(低年齢児保育補助) 1億3,588万円

◆ 新たなこどもの居場所づくり 3,101万円
◆ インクルーシブ教育 3,328万円

◆ 親子でテレワーク移住体験 385万円
◆ 家庭内での家事・育児分担推進 565万円

◆ クリエイティブ人材の育成 4億1,487万円
◆ ロケ支援・魅力発信 3億4,060万円

◆ リトリート推進 3億8,775万円
◆ 県立赤城公園活性化整備 11億765万円

◆ スクールカウンセラー・スクールソーシャル
　 ワーカー・スクールロイヤー配置 3億4,230万円
◆ ケアリーバー支援拡充 5,877万円

小学校～中学校～高校

多様なニーズを抱えるこどもへの支援

社会全体の意識・構造改革

※インクルーシブ教育…全てのこどもが共に学ぶ教育

※ケアリーバー…児童養護施設や里親などの社会的養護のケアから離れたこどもや若者のこと

県民の幸福度向上
賃上げ支援

重点施策４ 財政の健全性の確保

ネイチャーポジティブ

持続可能な成長の促進重点施策３

◆ ぐんま賃上げプロジェクト 30億円
◆ ぐんま未来共創トライアル補助金 1億7,500万円

医療・介護体制の充実

◆ 医師確保対策 6億3,909万円
◆ 介護生産性向上対策（R７当初+２月補正） 6億3,654万円

◆生物多様性保全推進  2,000万円 ◆有機農業の推進 1億7,618万円 ◆ 再エネ導入支援（R７当初+２月補正） 6億920万円

交通安全対策

◆ 交通安全施設整備 23億2,348万円
◆ 第４種踏切安全対策 3,500万円

◆ 災害レジリエンスNo.１の実現 201億9,958万円
◆ 特定都市河川 雨水貯留浸透施設整備費補助 1,500万円

文化・芸術推進

◆ 群馬パーセントフォーアート 9,573万円
◆ 群馬交響楽団支援 3億1,248万円

スポーツ推進

◆ 国民スポーツ大会開催準備 5億6,446万円
◆ 競技力向上対策 3億9,394万円

基金残高の確保

県債発行額の抑制

県債残高の縮減

※

※

　県庁～前橋駅前の道路空間について、コンペ優秀デザインに基づく基本設計を行
います。また「GunMaaS」を活用した新たな交通サービス構築などに取り組みます。

グ ン マ ー ス

◆ 県庁～前橋駅クリエイティブシティ構想 7,000万円
◆ MaaS社会実装支援 1億2,746万円

マ ー ス ※

※

※ カーボンニュートラル※

※

ナンバー
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※R５年度までは決算、R６年度は２月補正後、R７年度は当初予算編成時点

11,831

新たな富の創出に向けた未来への投資重点施策２

　「tsukurun」や夏に開設予定の「TUMO Gunma」での小・
中学生、高校生のデジタルクリエイティブ人材育成に加え、大学
生世代以上を対象にした人材育成機関の開設に向け構想を策
定します。さらに映像作品のロケ誘致や支援に加え、バーチャ
ルプロダクションの映像素材でも群馬県を発信します。

ツ ク ル ン ツ ー モ グ ン マ

※3

※リトリート…日常から離れてゆったり心と身体を癒やし、自分をリセッ
トする過ごし方

からだ

デジタル・クリエイティブ産業 のエコシステム構築※2※1

重点施策１

県税
2,780
（34.4％）

地方消費税
清算金
1,075
（13.3％）

地方交付税
1,424
（17.6％）

国庫支出金
925

（11.4％）

財政調整基金
繰入金
442

（5.5％）

その他
959

（11.9％）
県債

473（5.9％）
8,078

人件費
（学校の教職員、
県庁職員、警察職員）

2,194
（27.2％）

公債費
956

（11.8％）
税関係
交付金等
1,301
（16.1％）

社会保障関係費
1,226
（15.2％）

投資的経費
1,041
（12.9％）

その他
1,360
（16.8％）

　令和11年の第83回国民スポーツ大会・第28回全国障
害者スポーツ大会「湯けむり国スポ・全スポぐんま」開催
に向けて、会場の整備や広報・機運醸成など一層の準備
を進めます。併せて、未来につながる選手強化の仕組み
づくりにも力を入れます。

※パーセントフォーアート…予算の一定割合をアート振興に充てる取り組み

利根川（玉村町）河川改修

レジリエンスの強化※

重点施策５

問い合わせ先 県庁財政課   　027-226-2091☎☎

サーキュラーエコノミー※

※サーキュラーエコノミー…資源投入量・消費量を抑えつつ、ストックを活用
する循環型経済活動

財政の健全性を確保するため、計120件(約
10.2億円減)の見直しを行いました。
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※ネイチャーポジティブ…生物多様性の損
失を止め、回復軌道に乗せること

リニューアル後の県立赤城公園イメージ

▲県予算については
こちらからも
ご覧になれます

　中小企業などの賃上げと生産性向上のための設備投資を支援します。また異業
種が連携した製品開発などを支援し、企業の生産性向上につなげます。

　太陽光発電設備・蓄電池の導入
を支援する他、温泉熱を活用した
発電の導入可能性を調査します。
また県産木材を使用した省エネ・
創エネ住宅の普及を進めます。
※カーボンニュートラル…温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させ
ること

クリエイティブシティ構想実現

◆ ぐんまちゃんのブランド化 4億7,656万円
◆ ぐんま農業版企業誘致促進 7,089万円

県内産業の稼ぐ力の向上

※スタートアップ…短期間で、技術革新や新たなビジネスモデルの構築、新
たな市場の開拓を目指す動き、または概念

　国内外でぐんまちゃんのプロモーションを行います。新たな
農業の担い手として期待される農外企業の誘致、林業への民
間企業参入を促進します。欧州スタートアップ企業と県内企業
のマッチングを支援し、新規事業開発・課題解決につなげます。

※

県債残高が1兆２,000億円を下回るのは
H27年度以来10年ぶり

2025年（令和７年）４月６日発行


